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今後の掲載テーマ（予定）

vol. 02　高齢者標準の社会
vol. 03　一周年を記念して
vol. 04　知的財産とイノベーション
vol. 05　技術ガバナンス
vol. 06　北東アジアの安全保障
vol. 07　クリニカルデータ

1.北東アジアの安全保障研究ユニット

2.知的財産権とイノベーション研究ユニット

3.技術ガバナンス研究ユニット

4.医療における IT政策研究ユニット　

5.再生医療政策研究ユニット

6.生命・医療倫理政策研究ユニット

7.航空政策研究ユニット

※この他、「ジェロントロジー」　「海洋アライ
アンス」　「食の安全（フードコミュニケーショ
ン）」等に関する政策課題を検討中

■　組織図
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政策提言PARI 政策研究会東京大学
（学部・研究機構等）

政策ビジョン研究センターの仕組み 研究ユニット一覧

今年 6月に東京大学・京都大学合同で開催しました、「特許とイノベーションに関する国際シンポジウム」において、
「次世代知的財産権制度」実現のための改革課題として、「１５の共同提言」を掲げました。また、これ に関して、
それぞれの提言に対する考え方と具体的対応を、ホームページ上で発表しています。政策ビジョン研究センターとし
ては、昨年 7月にセンターが発足して以来、初の「政策提言」という形での社会発信になります。

≪１５提言に含まれる施策 ≫ （詳細は当センターホームページをご覧ください）

新時代のイノベーションを踏まえた制度・運用改革
１、　  サイエンスリンケージ拡大を踏まえた特許の質向上のための非特許文献に関する審査能力の向上
２、　  基礎的研究の成果の保護を簡便に可能にするための「仮特許制度」の導入
３、　  イノベーション促進の視点からの「適切な差止請求範囲」の明確化
４、　  「ライセンスオブライト」の導入による、知的財産権の積極的実施（ライセンス）の推奨
５、　  知財裁判審理における専門性の向上、短期的施策（専門調査官の充実等）と長期的展望（判事の専門性）
６、　  侵害裁判における特許の有効性判断に関し、技術専門官庁の知見を尊重する仕組みの導入
７、　  特許侵害とならない研究開発の範囲に関する国際的規範の確立
８、　  ３Ｄインターネットに代表される近未来のニーズに対応した知財制度の国際共同研究の開始
９、　  産学国際共同研究契約のあり方に関する国際的な議論の場の設置
１０、次世代の特許データベースの構築

国際協調の枠組み
１１、仮想的な「世界特許」実現に向けた産学官の協調
１２、特許審査ハイウェイ（ＰＰＨ）の加速的推進とそのマルチネットワーク化
１３、特許庁長官会合に合わせたアジア学術大会の開催

企業と大学（組織）戦略と特許
１４、ユーザコミュニティ（企業・大学）による特許の「質」の向上の取り組み活動の活性化
１５、パテントコモンズやパテントプールなど「コミュニティ全体の利害を考慮した協調領域」の設計と、
　　　即した特許の戦略的活用

「未来を創造する特許制度のための１５の提言」
政策に関する提言をセンターが自ら発信するとともに、学内のさまざまな部局等による研究成果か
らアイディアを汲み上げ、政策の選択肢として社会に発信します。

多様な研究者を擁する総合大学の利点を生かし、多分野のネットワーク構築によって、それぞれの
分野単独では発見できないような課題の探知とそれに対する総合的な解決策を模索します。

多角的な研究発信を行うために、学内の諸部局をはじめ、官庁、企業、マスメディア、NPO、その
他の組織とネットワークを形成し、相互の交流と政策研究の活性化を図ります。

東京大学の研究成果を活かした政策の選択肢の発信

多分野のネットワーク化による課題の探知

学内外の組織との交流による政策研究の活性化

政策ビジョン研究センターは、以下のようなシンクタンク機能を持つ発信機関です。政
策
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特集　政策ビジョン研究センター  連載開始記念拡大版 !!

わが国および国際社会が直面している課題に対し、東京大学が保有するリソースを駆使し、政策の観点から
研究を行い、特定の政治的立場にとらわれることなく、ありうる政策の
選択肢を追求し、それを社会に発信する。

アルトが主旋律を
奏でることは少な

い。多くはソプラ
ノが主役を演じて

いる。アルトの音
色は深い。主旋律

を支え、メロディ
ーに奥行を与える

。政策の議論に奥
行を与える、Alt

ernatives = 政策
の代替案も、これ

と同様である。

この連載では、政策ビジョン研究センターが現在最も重要視しているトピックスを中心に、そのと
きどきのホットニュースを、当センターの取り組みの様子、活動状況などと共にご紹介していきます。
今回はその第１号ということで、特別に特集としてお送りすることにいたしました。
日本では、大学がその研究成果を政策提言というかたちで、社会発信するセンターを持つことは、
まだほとんどありません。東京大学が総長室直轄で始めたこの新たな試みに、是非ご注目ください。

Member
○ 森田  朗 / Morita Akira　センター長
○ 坂田  一郎 / Sakata Ichiro　教授　　　
○ 秋山  昌範 / Akiyama Masanori　教授
○ 新田見  有紀 / Nittami Yuki　特任研究員　　　
○ 小林  徹 / Kobayashi Toru　特任研究員
○ 瀬川  友史 / Segawa Yushi　特任研究員　　　
○ 村上  壽枝 / Murakami Toshie　特任専門職員／企画担当
○ 山野  泰子 / Yamano Hiroko　特任専門職員／広報担当
○ 小林  範子 / Kobayashi Noriko　事務助手

ジェロントロジー

住宅管理

地域振興

医療制度

サービスサイエンス

北東アジアの安全保障

航空政策

クリニカルデータ

医療機器・再生医療
医療倫理

技術ガバナンス

医療・高齢化社会

国際化

イノベーション

知財システム

[ 左上：政策ビジョン研究センター概念図 ／ 右下：研究ユニット俯瞰図 ]

※ PARI = Policy Alternatives Reserch Institute / 政策ビジョン研究センター
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今後の掲載テーマ（予定）
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vol. 04　知的財産とイノベーション
vol. 05　技術ガバナンス
vol. 06　北東アジアの安全保障
vol. 07　クリニカルデータ
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※この他、「ジェロントロジー」　「海洋アライ
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■　組織図

研究ユニット

政策ビジョン研究センター
(PARI)

研究ユニット

研究ユニット

研究ユニット

研究ユニット
研究ユニット

研究ユニット

研究ユニット

メディア

官公庁

企業

政策提言PARI 政策研究会東京大学
（学部・研究機構等）
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[ 左上：政策ビジョン研究センター概念図 ／ 右下：研究ユニット俯瞰図 ]
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お問い合わせ Tel: 21708 　Fax: 21709（内線）
Email: pari@pp.u-tokyo.ac.jp http://pari.u-tokyo.ac.jp

Policy + alt 01
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vol. 

東京大学政策ビジョン研究センターと産業競争力懇談会（代表幹事：勝俣恒久 東京
電力会長）は、東京大学の有する広範・多様な学術の知見と産業競争力懇談会会員
企業の有するビジネスの知見を融合させ、来るべき高齢化社会に向けたイノベーショ
ンと内需振興についての研究会を発足させることになりました。この研究会では、
政策に関して、産学が協働する新たなアプローチを試みます。

現在は必ずしも顕在化していないとしても、健全な高齢化社会の実現に必要な、ある
いは望ましい製品、サービス、インフラ、社会システム等について検討を加え、そ
の普及・定着に必要な道筋を明らかにしつつ、政策提案を行います。このことにより、
「高齢者を標準とした新たな社会像の創出」に資することが目標となっています。 

高齢化に伴う課題としては常に医療及び年金に焦点が当たりますが、多くの健常な
高齢者が安心して明るく生きていくこと（「アクティブ・エイジング」）に関する課
題については、見逃されてきているものが多くあります。特に団塊世代が高齢者に
仲間入りする時代が近づき、農村部に加えて都市部においても大規模な高齢者集団
が出現することを考慮すると、若者・中年を標準にした社会から、高齢者を標準に
した社会への転換、すなわちソーシャルイノベーションが期待され、その中で新た
な製品・サービスを投入する余地が広がると考えられます。社会的に関心の高い重
点テーマの検討からスタートし、将来的には、「活力ある高齢化社会の実現に資する
基本法」のような枠組みの提案を目指しています。

活力ある高齢化社会に向けた研究会　　2009 年 8月～ 2010 年 12 月安心して暮らせる活力ある長寿社会の実現を目指して
～ 高齢化社会の「課題解決先進国」へ 、提言の方向性を発表～

政策ビジョン研究センター　スケジュール（2009 年度後半）

9 月    　　  10 月　　     11 月　　     12 月　　      1 月　　         2 月　　       3 月研究ユニット等

北東アジアの安全保障

知的財産権とイノベーション

医療における IT 政策

航空政策

高齢化社会

その他

● 国際フォーラム

● 東アジアイノベーションカンファレンス

● PARI 政策研究会（市民後見人）

● PARI 政策研究会（鳥インフルエンザ対策）

● PARI 政策研究会（航空政策）

● PARI 政策研究会（医療における IT 政策）

● PARI 設立一周年記念フォーラム

● 活力ある高齢化社会に向けた研究会〈毎月開催〉

● 国際フォーラム

● クリニカルデータ
　 国際シンポジウム

● アジア知財会議 ／３極特許庁長官との産学官対話会議

1.住宅・都市
日本の都市や住宅は、高齢
者がアクティブに活動でき
る環境を提供しているとは
いえない。都市については、
垂直移動（階段など）の多
い構造や、バリアフリーの
不徹底（駅の中など一部の
みバリアフリー化）など、
住宅については、施設か自
宅かという二者択一しかで
きない選択肢の狭さ、区分
所有権法の問題などがあ
る。

2.健康・医療情報
大量の健康・医療情報（ク
リニカルデータ）を統合し、
活用することができれば、
医療の質の向上、新たな治
療方法や薬の早期開発・普
及、予防・健康サービスの
開発に大きく貢献するもの
と考えられる。一方、現状
では、それが、医療機関内
部などに死蔵されている状
況にある。どのようにすれ
ば高度活用できるかについ
て、個人情報保護、医療に
関する個人番号制度の導入
なども含め議論を行う。

● 重点テーマ

● 研究会メンバー（50音順）

委員長　森田　朗 東京大学教授（政策ビジョン研究センター長）
東京大学からの参加
　秋山　昌範　　東京大学教授（政策ビジョン研究センター）
　大江　和彦　　東京大学教授（医学系研究科、医療情報経済学）
    大西　隆　　　東京大学教授（先端科学技術研究センター、都市環境システム）
    坂田　一郎　　東京大学教授（政策ビジョン研究センター）
    辻　　哲夫　　東京大学教授（高齢社会総合研究機構） 
    増田　寛也　　東京大学客員教授（公共政策大学院）ほか
産業競争力懇談会 (COCN) からの参加
    NEC、鹿島建設、トヨタ自動車、日立製作所、富士通ほか 

政策ビジョン研究センターでは、2008 年 10 月に本格的
に活動を開始して以来、7つの研究ユニットを立ち上げ、
政策提言に向けて研究を進めています。

現在の世界は急速な経済情勢の悪化にみられるように、
多数の深刻な課題に直面しており、それらにタイミング
を失することなく取り組むことが必要です。科学的なエ
ビデンスに基づく政策提言を行うことを使命とする政策
ビジョン研究センターでは、鋭意それらの課題について
提言の準備を進めております。今回はその第１弾として
2009 年 1 月に、わが国が直面している最大の、しかも
長期的な課題である高齢化社会に関して、東京大学が
行っている研究の成果の一部を、「政策提言の方向性」
として発表いたしました。

少子高齢化、人口減少は、わが国の将来に大きな変化を
もたらしますが、その課題は、多くの場合、増加する医
療費や社会保障負担の問題、地域医療の崩壊の問題とし
て論じられています。それに対しては、社会保障費の抑
制や少子化対策、医師の増員等が主張されていますが、
現在の仕組みや考え方を維持したままでは、状況が改善
する可能性は少ないといわざるをえません。しかし、発
想を変えると、わが国には、まだ利用されていない人的、

知的資源が多数あります。視点を変えて、それらを活用
するならば、「安心して暮らせる活力ある長寿社会」の
実現も決して不可能ではないと考えます。

高齢者の増加は事実の問題です。少子化対策によって人
口の増加を図ったとしても、高齢者数がピークを迎える
ときに、人口バランスを回復させるほどの効果は期待で
きないでしょう。したがって、これからのわが国のあり
方を考えるときには、高齢者の増加を前提として、すべ
ての国民が「安心して快適に暮らせる社会」の姿を描い
ていく必要があります。 

これまでは、65 歳を過ぎ、企業等で定年を迎え、年金生
活に入ると、「余生を送る」というイメージで捉えられ
てきた人生ですが、あと 20 年後には人口の 3 分の 1 が
高齢者になり、多くの方が長生きするようになることを
考えると、65 歳以降の 30 年近い期間は、青年期や、中
年期と同様、もしくはそれ以上に人生の充実した一時期
と考えるべきだと思います。高齢者の就労機会の創出や
社会への役割の果たし方も含めて、人生終盤のこの時期
をいかに送るか、というライフサイクルにおける新たな
生活のあり方を示すことが必要です。 

上図は、65 歳から 85 歳くらいまでは、実際には医療や
介護を必要とせず、元気に暮らしているお年寄りが多く
を占めている事を示しています。 これからは、こうした
比較的元気なお年寄りが、充実した生活を送ることがで
きるような社会のあり方、すなわち、「高齢者を標準と
した視点」を積極的に取り入れ、さまざまな世代の人た
ちが安心して快適に暮らせるコミュニティのモデルを創
り出していく必要があります。 

当センターでは、こうした考えの下に、東京大学で実施
されている、高齢社会総合研究機構をはじめとする関連
分野の研究成果を踏まえて、今後、医療福祉はもとより、
交通、都市・住宅、地域コミュニティ、法的保護等の制
度に関する提言を順次行っていく所存です。

● 高齢化社会に向けた政策提言の方向性

総 論
目指すべき長寿社会像
２１世紀型の解決策
重視する４テーマ
課題解決により生まれる結果

各 論
医療の仕組みの再構築
－「地域」「救急」「産科」崩壊の問題を根本的に解決－
（１）問題の正確な認識
（２）解決策の選択肢

医療情報の統合・活用の仕組みの創設
－質の高い医療をいち早く提供する－
（１）クリニカルデータ利用の現状
（２）統合・解析・活用によって生まれるメリット
（３）国内外の先進的な動き
（４）具体的な課題と解決策の選択肢

「再生医療」－先進医療を国民の元に早く届ける－
（１）我が国の再生医療の現状
（２）再生医療の実用化を妨げている壁
（３）解決策の選択肢

「ジェロントロジー」
－70歳～ 80歳代の方々が快適に暮らせるコミュニティ
のモデルを世界に先駆けて作る－
（１）世界における高齢者コミュニティの現状と課題
（２）日本における社会コミュニティ作りの課題
（３）知の基盤としてのジェロントロジーの活用
（４）解決策の展望
（５）長期的な視点を意識したインフラ整備
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高齢者問題＝介護・医療問題とは限らない。例えば 70 代後半で 71％、80 代前半
では 57％が介護・医療を利用しておらず、健康な高齢者が多いことがわかる。（東
京大学政策ビジョン研究センター作成　参考：平成 17 年国勢調査、厚生労働省平
成 17 年患者調査、厚生労働省平成 17 年要介護認定者数）
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東京大学政策ビジョン研究センターと産業競争力懇談会（代表幹事：勝俣恒久 東京
電力会長）は、東京大学の有する広範・多様な学術の知見と産業競争力懇談会会員
企業の有するビジネスの知見を融合させ、来るべき高齢化社会に向けたイノベーショ
ンと内需振興についての研究会を発足させることになりました。この研究会では、
政策に関して、産学が協働する新たなアプローチを試みます。

現在は必ずしも顕在化していないとしても、健全な高齢化社会の実現に必要な、ある
いは望ましい製品、サービス、インフラ、社会システム等について検討を加え、そ
の普及・定着に必要な道筋を明らかにしつつ、政策提案を行います。このことにより、
「高齢者を標準とした新たな社会像の創出」に資することが目標となっています。 

高齢化に伴う課題としては常に医療及び年金に焦点が当たりますが、多くの健常な
高齢者が安心して明るく生きていくこと（「アクティブ・エイジング」）に関する課
題については、見逃されてきているものが多くあります。特に団塊世代が高齢者に
仲間入りする時代が近づき、農村部に加えて都市部においても大規模な高齢者集団
が出現することを考慮すると、若者・中年を標準にした社会から、高齢者を標準に
した社会への転換、すなわちソーシャルイノベーションが期待され、その中で新た
な製品・サービスを投入する余地が広がると考えられます。社会的に関心の高い重
点テーマの検討からスタートし、将来的には、「活力ある高齢化社会の実現に資する
基本法」のような枠組みの提案を目指しています。

活力ある高齢化社会に向けた研究会　　2009 年 8月～ 2010 年 12 月安心して暮らせる活力ある長寿社会の実現を目指して
～ 高齢化社会の「課題解決先進国」へ 、提言の方向性を発表～

政策ビジョン研究センター　スケジュール（2009 年度後半）

9 月    　　  10 月　　     11 月　　     12 月　　      1 月　　         2 月　　       3 月研究ユニット等

北東アジアの安全保障

知的財産権とイノベーション

医療における IT 政策

航空政策

高齢化社会

その他

● 国際フォーラム

● 東アジアイノベーションカンファレンス

● PARI 政策研究会（市民後見人）

● PARI 政策研究会（鳥インフルエンザ対策）

● PARI 政策研究会（航空政策）

● PARI 政策研究会（医療における IT 政策）

● PARI 設立一周年記念フォーラム

● 活力ある高齢化社会に向けた研究会〈毎月開催〉

● 国際フォーラム

● クリニカルデータ
　 国際シンポジウム

● アジア知財会議 ／３極特許庁長官との産学官対話会議

1.住宅・都市
日本の都市や住宅は、高齢
者がアクティブに活動でき
る環境を提供しているとは
いえない。都市については、
垂直移動（階段など）の多
い構造や、バリアフリーの
不徹底（駅の中など一部の
みバリアフリー化）など、
住宅については、施設か自
宅かという二者択一しかで
きない選択肢の狭さ、区分
所有権法の問題などがあ
る。

2.健康・医療情報
大量の健康・医療情報（ク
リニカルデータ）を統合し、
活用することができれば、
医療の質の向上、新たな治
療方法や薬の早期開発・普
及、予防・健康サービスの
開発に大きく貢献するもの
と考えられる。一方、現状
では、それが、医療機関内
部などに死蔵されている状
況にある。どのようにすれ
ば高度活用できるかについ
て、個人情報保護、医療に
関する個人番号制度の導入
なども含め議論を行う。

● 重点テーマ

● 研究会メンバー（50音順）

委員長　森田　朗 東京大学教授（政策ビジョン研究センター長）
東京大学からの参加
　秋山　昌範　　東京大学教授（政策ビジョン研究センター）
　大江　和彦　　東京大学教授（医学系研究科、医療情報経済学）
    大西　隆　　　東京大学教授（先端科学技術研究センター、都市環境システム）
    坂田　一郎　　東京大学教授（政策ビジョン研究センター）
    辻　　哲夫　　東京大学教授（高齢社会総合研究機構） 
    増田　寛也　　東京大学客員教授（公共政策大学院）ほか
産業競争力懇談会 (COCN) からの参加
    NEC、鹿島建設、トヨタ自動車、日立製作所、富士通ほか 

政策ビジョン研究センターでは、2008 年 10 月に本格的
に活動を開始して以来、7つの研究ユニットを立ち上げ、
政策提言に向けて研究を進めています。

現在の世界は急速な経済情勢の悪化にみられるように、
多数の深刻な課題に直面しており、それらにタイミング
を失することなく取り組むことが必要です。科学的なエ
ビデンスに基づく政策提言を行うことを使命とする政策
ビジョン研究センターでは、鋭意それらの課題について
提言の準備を進めております。今回はその第１弾として
2009 年 1 月に、わが国が直面している最大の、しかも
長期的な課題である高齢化社会に関して、東京大学が
行っている研究の成果の一部を、「政策提言の方向性」
として発表いたしました。

少子高齢化、人口減少は、わが国の将来に大きな変化を
もたらしますが、その課題は、多くの場合、増加する医
療費や社会保障負担の問題、地域医療の崩壊の問題とし
て論じられています。それに対しては、社会保障費の抑
制や少子化対策、医師の増員等が主張されていますが、
現在の仕組みや考え方を維持したままでは、状況が改善
する可能性は少ないといわざるをえません。しかし、発
想を変えると、わが国には、まだ利用されていない人的、

知的資源が多数あります。視点を変えて、それらを活用
するならば、「安心して暮らせる活力ある長寿社会」の
実現も決して不可能ではないと考えます。

高齢者の増加は事実の問題です。少子化対策によって人
口の増加を図ったとしても、高齢者数がピークを迎える
ときに、人口バランスを回復させるほどの効果は期待で
きないでしょう。したがって、これからのわが国のあり
方を考えるときには、高齢者の増加を前提として、すべ
ての国民が「安心して快適に暮らせる社会」の姿を描い
ていく必要があります。 

これまでは、65 歳を過ぎ、企業等で定年を迎え、年金生
活に入ると、「余生を送る」というイメージで捉えられ
てきた人生ですが、あと 20 年後には人口の 3 分の 1 が
高齢者になり、多くの方が長生きするようになることを
考えると、65 歳以降の 30 年近い期間は、青年期や、中
年期と同様、もしくはそれ以上に人生の充実した一時期
と考えるべきだと思います。高齢者の就労機会の創出や
社会への役割の果たし方も含めて、人生終盤のこの時期
をいかに送るか、というライフサイクルにおける新たな
生活のあり方を示すことが必要です。 

上図は、65 歳から 85 歳くらいまでは、実際には医療や
介護を必要とせず、元気に暮らしているお年寄りが多く
を占めている事を示しています。 これからは、こうした
比較的元気なお年寄りが、充実した生活を送ることがで
きるような社会のあり方、すなわち、「高齢者を標準と
した視点」を積極的に取り入れ、さまざまな世代の人た
ちが安心して快適に暮らせるコミュニティのモデルを創
り出していく必要があります。 

当センターでは、こうした考えの下に、東京大学で実施
されている、高齢社会総合研究機構をはじめとする関連
分野の研究成果を踏まえて、今後、医療福祉はもとより、
交通、都市・住宅、地域コミュニティ、法的保護等の制
度に関する提言を順次行っていく所存です。

● 高齢化社会に向けた政策提言の方向性

総 論
目指すべき長寿社会像
２１世紀型の解決策
重視する４テーマ
課題解決により生まれる結果

各 論
医療の仕組みの再構築
－「地域」「救急」「産科」崩壊の問題を根本的に解決－
（１）問題の正確な認識
（２）解決策の選択肢

医療情報の統合・活用の仕組みの創設
－質の高い医療をいち早く提供する－
（１）クリニカルデータ利用の現状
（２）統合・解析・活用によって生まれるメリット
（３）国内外の先進的な動き
（４）具体的な課題と解決策の選択肢

「再生医療」－先進医療を国民の元に早く届ける－
（１）我が国の再生医療の現状
（２）再生医療の実用化を妨げている壁
（３）解決策の選択肢

「ジェロントロジー」
－70歳～ 80歳代の方々が快適に暮らせるコミュニティ
のモデルを世界に先駆けて作る－
（１）世界における高齢者コミュニティの現状と課題
（２）日本における社会コミュニティ作りの課題
（３）知の基盤としてのジェロントロジーの活用
（４）解決策の展望
（５）長期的な視点を意識したインフラ整備
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高齢者問題＝介護・医療問題とは限らない。例えば 70 代後半で 71％、80 代前半
では 57％が介護・医療を利用しておらず、健康な高齢者が多いことがわかる。（東
京大学政策ビジョン研究センター作成　参考：平成 17 年国勢調査、厚生労働省平
成 17 年患者調査、厚生労働省平成 17 年要介護認定者数）
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表紙でたどる理学部ニュースの歴史

表紙に写真が使われる。

大学院理学系研究科・理学部

　基礎科学をにない、継承する大学院

理学系研究科・理学部は、ゆるぎない

教育と世界最先端の研究成果を発信する

ため、理学部の教職員の手で広報誌を

つくってきた。現在も理学系研究科と

理学部の構成員をはじめとする学内外の

より多くの人々に読んでもらえる “内容”

づくりに力を入れている。最先端の科学

用語の紹介、キャリアパス支援、理学部

の歴史の再発見など特色ある連載を、

ここ数年で次々とスタートさせている。

　理 学 部 ニ ュ ー ス は 現 在、7000 部 を

隔 月 年 6 回 発 行 し て い る。 配 布 先 は

研究科・学部内だけでなく、父兄、学内

他部局や学外もカバーする。とくに理学

系研究科の大学院教育には、新領域創成

科学研究科、物性研究所、海洋研究所、

地震研究所など、多くの学内他部局の

教員が、協力講座として参加している。

理学部ニュースは、こうした協力講座の

教員およびその指導する理学系研究科の

大学院生にも、もれなく送付されている。

　連載コラム「理学のキーワード」は、

単行本「東大式現代科学用語ナビ」とし

て化学同人よりこの 9 月、出版された。

理学部に風を通そうと始まった。

最初は月に 2 回発行された。

理学部ニュースってどんなもの？

理学のキーワード（2006 年～）

最新の研究成果

研究ニュース（2005 年～）

小柴先生、南部先生の

ノーベル賞受賞

特別記事

など

科学英語を考える（2004 年～ 2006 年）

附属施設探訪（2005 年）

発掘 理学の宝物（2008 年～）

理学から羽ばたけ（2008 年～）

特色ある連載

など

学位 人事異動
受賞訃報

お知らせ（未来）

理学系研究科の
活動報告（過去）

配付先

・研究科内

・学内外協力講座

・学生の父兄

・学内（本部・各部局）

・マスコミ・出版

・科学館

・予備校

・イベント時の配布

合計　7000 部 

うまみの素（化学教室蔵）

　1907 年、池田菊苗教授は

昆布からグルタミン酸ナト

リウムを抽出した。化学調

味料の元祖である。

オンライン版　http://www.s.u-tokyo.ac.jp/gai/kouhou.html

タカアシガニ（臨海実験所提供）

南極オゾンホールの気球観測

宇宙の地図づくり「スローン・デジタル・

スカイ・サーベイ」に用いる穴あき板

　この年、安田講堂の封鎖解除が行われ、

東京大学の入学試験は中止されている。

　編集は 1 年目を福島直先生、次の 2 年間

を和田昭允先生、その次の 1 年間を塩田

徹治先生が一人で担当した。編集委員は

5 巻より 2 名、7 巻より 3 名、10 巻より

5 名となる。2002 年からは法人化に向け

広報体制を強化し、広報担当職員をおき、

編集に携わっている。

理学部ニュース 40 年の歴史を誇り、世界最先端の基礎研究を発信する
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タカアシガニ（臨海実験所提供）

南極オゾンホールの気球観測

宇宙の地図づくり「スローン・デジタル・

スカイ・サーベイ」に用いる穴あき板

　この年、安田講堂の封鎖解除が行われ、

東京大学の入学試験は中止されている。

　編集は 1 年目を福島直先生、次の 2 年間

を和田昭允先生、その次の 1 年間を塩田

徹治先生が一人で担当した。編集委員は

5 巻より 2 名、7 巻より 3 名、10 巻より

5 名となる。2002 年からは法人化に向け

広報体制を強化し、広報担当職員をおき、

編集に携わっている。

理学部ニュース 40 年の歴史を誇り、世界最先端の基礎研究を発信する

　理学部ニュースは、今年の 1 月で

40 年の節目を迎えた。とくに古い

号は理学部の歩みを知る上でたい

へん貴重な文献となるにもかかわらず、

理学部図書係に各 1 部が保存され

ているのみであった。

　そこで、理学系研究科広報委員会

は創刊からの理学部ニュースをすべ

て電子化し、2009 年 6 月 5 日（金）、

大学院理学系研究科・理学部ホーム

ページ（http://www.s.u-tokyo.ac.jp/

gai/kouhou_former.html）で公開し、

同時に、東京大学学術機関リポジトリ

（http://repository.dl.itc.u-tokyo.

ac.jp/）に登録した。

  コラム

理学部ニュース 40 周年記念事業

「理学部ニュース」と

名前を改める。

タイトルに大学院の名前が入る。

理学部ロゴ制定、表紙に採用。

オールカラー化

表紙が二色刷りになる。

創刊からの理学部ニュースを
すべて電子公開！

（大学院理学系研究科・理学部  広報室  加藤千恵）

連載コラム「発掘 理学の宝物」から

ミクログラフィア（植物園蔵）

　1665 年発刊。コルク片を顕微鏡で見て

細胞（Cell）を発見したロバート・フック

の著書（初版）。アジアではこの 1 冊のみ。

オースチン彗星（木曽観測所撮影）

世界最大の加速器 LHC の ATLAS 検出器

小柴特別栄誉教授のノーベル賞受賞

植物園日光分園

（素粒子物理国際研究センターなどと共同）

ボクセルの相互作用で生成した CG

幕府献上魚図（臨海実験所蔵）

理学部ニュース

誌名 部数

7000部

発行頻度

隔月年６回

対象読者

教職員・学生・学外

理学部ニュース

誌名 部数

7000部

発行頻度

隔月年６回

対象読者

教職員・学生・学外

発行頻度

隔月年６回

発行頻度

隔月年６回隔月年６回隔月年６回隔月年６回隔月年６回
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Yayoi Highlight Tradition

Yayoi Highlight
Tradition

5000

http://www.a.u-tokyo.ac.jp/pr-yayoi/yayoi.html

4000

Frontier Sciences

http://www.k.u-
tokyo.ac.jp/renewal/sousei/
index.html
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Volume 9
Number 

Volume 10
Number 1

Ouroboros

Volume 12
Number 1

web

5000

http://www.um.u-tokyo.ac.jp/
web_museum/ouroboros.html

2000

2000

150

America’s Cup

3

2000

http:// www.rcast.u-tokyo.ac.jp http://www.h.u-tokyo.ac.jp/outline/letter.html
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Plus

ICRR

et cetra

Digital Life CCSR News

RACE News



14 No.1390   2009. 9. 17

　海洋アライアンス（浦環機構長）の研究公募（イニシャ
ティブ）に採択された「海面上昇に対する沖ノ鳥島の維
持」の研究グループが、８月 19日（水）～ 20日（木）
にかけて沖縄に出かけてサンゴ州島の巡検を行った。

　サンゴ礁の発達する海域には、サンゴ、有孔虫あるい
は貝殻の遺骸などからなる州島が形成されることがあ
る。ひと口に州島と言っても、環境条件に応じて、形成
される場所も、形成に要する時間も、または島の規模に
ついてもさまざまである。今回の巡検は、茅根創理学系
研究科教授を代表とする前述の研究グループが、サンゴ
州島の形成メカニズムを多角的に検討するために企画し
たものである。

サンゴ州島巡検隊の面々

　本学の参加者は、茅根教授、磯部雅彦副学長、海洋ア

ライアンスの福島朋彦特任准教授、理学系研究科の中村
修子さんと青木健次さん、教養学部の棚谷灯子さんであ
る。本学以外からは、政府関係から２名、民間機関から
11名の参加があり、合計 19名の調査団となった。

　８月19日（水）の10時、那覇港に集合した一行はチャー
ター船で那覇の南西 12kmに位置する面積約 1.6k㎡の
ルカン礁に向かった。穏やかな海を滑るように走る船旅
はことのほか快適で、調査を忘れてしまいそうになるひ
と時でもあった。ルカン礁では、海岸工学を専門とする
磯部副学長にお出まし頂き、参加者一同は人工構造物と
砂粒の堆積の関係についてのレクチャーを受けた。
　１時間ほどルカン礁を周回した後、渡嘉敷村の慶伊瀬
島（チービシ）と呼ばれるサンゴ州島群に向かった。チー
ビシでは、最も大きなナガンヌ島に上陸し、島の形状を
確認したり、分布する礫のサイズから形成過程を推測し
たりと、興味深い時間を過ごした。やがて潮が満ち始め
たところで船に乗り移り、神山島、クエフ島を遠目に見
ながらチービシを後にした。

ナガンヌ島で海岸地形の解説をする磯部副学長（左から３人目）

　８月 20日（木）は午前中に西表島に移動し、星砂の
浜とバラス島で砂粒の観察を行った。沖縄の土産物とし
ても有名な星砂は金平糖のような形をしているが、実は
有孔虫の遺骸である。これらが広がる星砂の浜は少し赤
みがかかって独特の趣がある。一方バラス島は沖合約３
kmのところに形成された長径 30m、短径５mぐらいの
州島で（筆者の目測による）、やや大きめなサンゴ礫で
形成されている。近くには見事なサンゴ群落が発達し、
ダイビングスポットとしても注目される場所である。星
砂の浜もバラス島も華やいだ雰囲気の観光スポットであ
るだけに、作業着姿も混じった我々のグループは異様に
映ったかもしれない。

　調査を終えて部屋に戻ってから、調査結果の整理と意
見交換を行い、サンゴ州島の巡検を締め括った。

サンゴ州島の巡検隊、真夏の沖縄で
島々を巡る

海洋アライアンス
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宿に戻って巡検の締め括りを行う

　わずか２日の巡検ではあったが、幅広い分野から参加
があり、海洋アライアンスが目指す「研究領域に横串を
刺す」を実践した試みであった。また公務多忙のなかご
参加頂き、興味深いレクチャーを提供して下さった磯部
副学長には心より感謝したい。

　７月 13日（月）に柏キャンパスで 150名を超える参
加者を得て、標記セミナーを開催した。４月に発足した
生産技術研究所先進モビリティ研究センター（センター
長：桑原雅夫教授）が、センターの研究成果の社会還元
と地域の産官学との連携・交流による ITSの普及促進
を目的に、前身の先進モビリティ連携研究センター時代
から開催しており、当セミナーは、第７回目を迎えた。
今回の「ITSセミナー in 柏」は、東京大学の第３拠点
の柏キャンパスの展開と、生産技術研究所先進モビリ
ティ研究センター（ITSセンター）が主要な役割を果た
す柏市の「ITS実証実験モデル都市」選定等、新たな「柏
の葉国際キャンパスタウン」を参加者に紹介し、理解し
ていただくことも目的であった。
　当日は午前中に、UDCK柏の葉アーバンデザインセ
ンターで、前田英寿 UDCK副センター長による「柏の
葉キャンパスシティプロジェクト」の紹介とプロジェク
トエリア内の施設を視察するバスツアーが行われ、続く
第Ⅰ部では、大和裕幸大学院新領域創成科学研究科長に
よる「オンデマンドバス」の技術講演が行われた。

　昼休みを挟み、午後は初めに、本多晃柏市長、大和裕
幸研究科長、野城智也生産技術研究所長からご挨拶をい
ただいた。第Ⅱ部では、桑原雅夫 ITSセンター長によ
る ITSセンターの紹介と「ITS時代の交通管理と評価」、
センター専任メンバーであり千葉実験所長の須田義大教
授の「サステイナブルな交通システム－生産技術研究所
における ITS、LRT、PMVへの実践的研究展開－」と
池内克史教授の「ITS情報空間（現在、過去、未来）」、
畠中秀人国土交通省国土技術政策総合技術研究所 ITS
研究室長の「実用化に向けたスマートウェイの取り組み」
と題した技術講演が各々行われ、第Ⅲ部では、堀洋一大
学院新領域創成科学研究科教授による「いま電気自動車
の周りで起きていること～ちょこちょこ充電しながら走
る電車のようなクルマへ～」と題した基調講演が行われ
た。
　第Ⅳ部のパネルディスカッション「活力のある魅力的
な街作りに貢献するモビリティデザイン」では、モデレー
タに UDCK柏の葉アーバンデザインセンター長で大学
院新領域創成科学研究科の北沢猛教授、パネリストに、
石黒博柏市企画部長、上田俊郎柏商工会議所専務理事、
上野武千葉大学教授、河合淳也三井不動産株式会社柏の
葉キャンパスシティプロジェクト推進部グループ長、畠
中秀人 ITS研究室長、須田義大教授が登壇した。魅力
的な街づくりとそのために必要な交通・モビリティの在
り方について、パネリストのプレゼンテーションと ITS
を活用した次世代型環境都市～ ITSスマートタウン～
の実現に向けたモーダルミックス、サステイナブルな交
通移動システム、次世代モビリティの活用等に関する活
発なディスカッションが繰り広げられた。
　会場ではオンデマンドバス車両及び電気自動車の基幹
部品であるキャパシタの展示も行われ、多くの参加者の
見学と活発な質問があり、また、最後のパネルディスカッ
ションまで多くの方々が参加され、参加者の関心の高さ
がうかがわれた。

本多晃柏市長によるご挨拶

「東京大学 ITS セミナーシリーズ７
ITS セミナー in 柏」を開催

生産技術研究所
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星砂を探そう！（中野地区）

海藻を使ってお絵かき（中野地区）

　大槌地区では、前日までの梅雨空が嘘のように晴れ渡
り、この夏一番とも言える好天に恵まれた絶好の公開日
和で開催され、例年並みの約 1,200人の来場者で大いに
賑わった。子どもたちに人気のタッチプール、海藻押し
葉、釣り堀などの体験型企画をはじめ、希望者が多すぎ
て二手に分かれて行った所内施設見学ツアー、何度でも
聴講したいとの感想があった講演会、見学者が途切れる
ことのなかった調査船「弥生」の公開など、どの企画も
盛況で、訪れてくださった皆様は楽しそうに過ごされて
いた。

大好評のタッチプール（大槌地区）

「弥生」には常に見学者が

参加者 150余名を数え盛況となった会場

　海洋研究所は、恒例の一般公開を、７月 18日（土）
に中野地区で、海の日の７月 20日（月・祝）に岩手県
大槌地区の国際沿岸海洋研究センターで開催した。
　中野地区の一般公開は、キャンパスが来年４月に柏へ
移転するため、中野では最後のイベントとなった。早朝
の小雨もやみ、終日 30度の暑さとなる中、午前の来場
者の口コミで午後からお越し下さった方も多く、1,400
名を越える来場者を迎え大盛況となった。市民講座では、
教員による「潮汐と気候」、「めだかを用いた環境汚染研
究」についての講演に続き、寺崎誠前所長より「中野キャ
ンパスにおける海洋研究所の 48年間のあゆみ」の紹介
があり、近隣の方々への感謝のことばが述べられた。展
示企画では、海藻押し葉、タッチプール、ミニ水族館、
ロープワーク教室、海洋研究所ツアー、化学や物理実験、
海底の旅、紙芝居、星砂を探そうなど、子どもから大人
まで楽しめる体験型の企画が数多く用意された。来場者
から寄せられたアンケートでは移転を惜しむ多くの声と
ともに、来年、柏地区で海洋研究所一般公開があれば参
加したいという回答もあった。今回の一般公開は、中野
地区における海洋研究所の存在を強く印象付けるものと
なった。

紙芝居「おにぎりとうみ」（中野地区）

海洋研究所一般公開を開催

海洋研究所
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　医学部、医学部附属病院では、創立 150周年記念事業
「学生提案モニュメント公募企画」最優秀作品として、
創立 150周年記念モニュメントが医学部２号館本館前に
完成したことにより、濱田純一総長をはじめ、本モニュ
メントをデザインした平野智子氏（医学部学生）ほか多
数の関係者をお招きして、７月 28日（火）13時から創
立 150周年記念モニュメントの除幕式を挙行した。
　除幕式の開催にあたり、清水孝雄医学系研究科長より、
開式の辞として関係者への謝辞が述べられた。また、濱
田純一総長からは、本モニュメント完成にあたってお祝
いの御挨拶をいただいた。
　引き続き、モニュメントの除幕が行われ、列席者から
盛大な拍手をいただいた。除幕後、中村耕三教授（記念
モニュメント実施計画担当）並びに平野智子氏から挨拶
があり、最後に医学部２号館本館をバックに全員で記念
撮影が行われた。このモニュメントが「明日の医学と医
療を拓く」をシンボルとして存続することを祈念して、
除幕式は終了した。
　本モニュメントは、二人の人が向き合い、手をとりあ
い、ひとつの球を支える像で、正面から見ると、全体と
してMedicineの「Ｍ」を象っており、手をとりあう二
人の人は「医師（医療従事者）と患者」「医学部と医学
部附属病院」「教育と研究」とその協調関係を表現して
いる。

創立 150周年記念モニュメント銘板

創立 150周年記念モニュメント除幕

平野智子氏挨拶（医学部学生、モニュメントデザイン者）

記念撮影

　留学生センター「集中日本語コース・学術日本語コー
ス」の 2009年度夏学期修了証書授与式が、７月 31日（金）
15時 30分から、医学部教育研究棟 13階第６セミナー
室で行われた。
　両コースとも４月に開講し、「集中日本語コース」は
初級（日本語未習者）から上級まで７つのクラスに分か
れて、また、アカデミックジャパニーズの習得をめざす
上級者用の「学術日本語コース」は２つのクラスに分か
れて日本語の学習を続け、合計 73名が所定の課程を修
了した。

集合写真

医学部、医学部附属病院創立 150 周
年記念モニュメント除幕式が開催さ
れる

大学院医学系研究科・医学部、医学部附属病院

「集中日本語コース・学術日本語コー
ス」2009 年度夏学期修了証書授与式
が行われる

留学生センター
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・アルメニア １名 ・トルコ １名
・オーストラリア １名 ・ウクライナ １名
・ベルギー １名

修了証書の授与

修了者代表サウ・デベンドゥラさんのスピーチ

　医学部附属病院検診部で、８月 26日（水）９時から、
文部科学省の取り組みとして実施するプログラム「子ど
も見学デー」が開催された。
　当日は、小学２年生から中学３年生の 18名の子ども
達とその保護者が参加し、山崎力検診部長からスライド
を見ながら人間ドックについての講演を聴いた。その後
実際に上部消化管内視鏡（模型）の操作や心エコーを行
い、内科診察や脳神経についての説明を受けた。また、
各自、呼吸機能、眼圧、眼底等の各検査を体験型ウォー
クラリー形式で回りながら結果表を作成した。
　当院の検診部は、今年の７月に開設２周年を迎えたこ
とから、人間ドックについて一般の方に広報する機会を
得た。
　子ども見学デーは、子どものいきいきした表情ととも
に盛会のうちに 12時前に終了し、参加者からはすばら

　式には、留学生担当の小島憲道理事（副学長）、修了
者の指導教員でもある田中明彦理事（副学長）ほか来賓
の先生方と、センター関係教職員、修了者が出席した。
小島理事（副学長）の挨拶に続き、坂野仁留学生センター
長から修了者一人ひとりに修了証書が手渡され、次いで、
日本語教育部門主任の菊地康人教授からクラス別の講評
が述べられた。
　続いて、修了者を代表して、サウ・デベンドゥラさん
（インド・初級代表）、ベフオチル・ダワープレブさん（モ
ンゴル・中級代表）、ウドヴィク・ヴィオレッタさん（ウ
クライナ・上級代表）の３名から日本語によるスピーチ
があり、約４か月間の日本語のすばらしい上達ぶりが披
露され、和やかな雰囲気のうちに式は終了した。
　式終了後、引き続き、山上会館にところを移して懇談
会が行われた。小島理事（副学長）は懇談会にも出席し、
修了者達と懇談し、ねぎらいの言葉をかけられた。修了
者たちは、教員を囲んで記念撮影をしたり、日本の歌を
歌ったりして、楽しい時を過ごし、別れを惜しみつつ閉
会となった。
　なお、今期の修了者 73名の所属・出身は、以下のと
おり 12研究科等、35の国または地域である。

研究科等（12研究科等）
法学政治学研究科 ３名
医学系研究科 ８名
工学系研究科 13名
理学系研究科 ４名
農学生命科学研究科 ６名
経済学研究科 １名
総合文化研究科 ５名
教育学研究科 ２名
数理科学研究科 １名
新領域創成科学研究科 ８名
情報理工学系研究科 ９名
学際情報学府 13名

国または地域（35カ国・地域）
・ブラジル ８名 ・チリ １名
・韓国 ７名 ・ドミニカ共和国 １名
・タイ ７名 ・エジプト １名
・台湾 　　４名 ・アイルランド １名
・バングラデシュ ３名 ・マダガスカル １名
・中国 　　３名 ・メキシコ １名
・ドイツ 　３名 ・モンゴル １名
・インド 　３名 ・モロッコ １名
・インドネシア　　３名 ・ネパール １名
・ミャンマー　　　３名 ・パキスタン １名
・アルゼンチン　　２名 ・フィリピン １名
・キューバ ２名 ・シンガポール １名
・フランス ２名 ・スペイン １名
・アメリカ合衆国　２名 ・スーダン １名
・アフガニスタン　１名 ・タンザニア　　　１名

医学部附属病院検診部で子ども見学
デーが開催される

医学部附属病院
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感謝状贈呈式の様子

贈呈された感謝状

しい企画であったとのご感想を頂いた。

聴診体験で自分の心音を聴く子ども達

子ども見学デー参加者と検診部スタッフ

　８月 27日（木）11時から、新型インフルエンザ対策
に係る検疫業務協力者に対する大臣感謝状の贈呈式が厚
生労働省大臣室で行われた。
　感謝状は、検疫業務の応援及び停留施設等について尽
力した団体及び個人の方々を代表する者に贈呈された。
本院については、検疫業務の支援を行った国立大学法人
５大学病院（筑波大学附属病院、千葉大学医学部附属病
院、東京大学医学部附属病院、京都大学医学部附属病院、
九州大学病院）を代表して武谷雄二病院長と、本院の医
師・看護師を代表してアレルギー・リウマチ内科 関谷
剛医師へ、舛添要一厚生労働大臣から感謝状が贈呈され
た。
　本院は、新型インフルエンザの発生による成田空港で
の検疫強化について、文部科学省を通じて厚生労働省か
ら派遣要請があったことに対応し、５月 22日（金）ま
での間、医師 12名、看護師４名が協力した。

新型インフルエンザ対策に係る検疫
業務の協力者に対し、舛添厚生労働
大臣から感謝状贈呈

医学部附属病院

jpeg tif

5MB

E-mail kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
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　９月１日（火）から「平成 22（2010）年度大学院人
文社会系研究科修士課程及び博士課程学生募集要項」の
配付を開始しました。日程は以下のとおりです。

【修士課程】
筆記試験（第一次試験）　平成 22年１月23日（土）
口述試験（第二次試験）　平成 22年２月９日（火）
※現代文芸論専門分野、文化資源学研究専攻及び韓国朝
鮮文化研究専攻の口述試験（第二次試験）については、
２月８日（月）に行います。

※文化資源学研究専攻については、社会人特別選抜での
受入れ（日本人のみ）も行っています。

【博士課程】
第一次選考　論文審査等
　　　　　　（専門分野によっては学力試験を実施）
第二次選考（口述）　平成 22年２月 12 日（金）
※現代文芸論専門分野、文化資源学研究専攻及び韓国朝
鮮文化研究専攻の第二次選考（口述）については、２
月 10 日（水）に行います。

※文化資源学研究専攻については、社会人特別選抜での
受入れ（日本人のみ）も行っています。

　また、出願期間は以下のとおりです。

【修士課程】
平成 21年 10 月 19 日（月）～ 10 月 23 日（金）
（郵送のみ受付。23 日（金）17：00 必着）

【博士課程】
平成 21年 12 月３日（木）～ 12 月９日（水）
（直接持参又は郵送。９日（水）15：00 必着）

　募集要項の郵送を希望する場合は、封筒の表に「○○
課程学生募集要項請求」と朱書きし、郵便番号・住所・
氏名を明記して、200円分（修・博等２部必要な場合は
240円分）の切手を貼付した返信用封筒（角型２号）を
同封し、以下へ送付してください。

〒 113-0033
東京都文京区本郷 7丁目 3番 1号
東京大学大学院人文社会系研究科　事務部

電話 03-5841-3710,3712（大学院係）

　情報基盤センター図書館電子化部門では、レポート・
論文作成や学習・研究に役立つ“情報探索ガイダンス”
各種コースを実施しています。
　実際にパソコンを使いながら、わかりやすく説明しま
す。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。

●日程・コース概要：
■ 10/ ７（水）12:10 ～ 12:30　自宅から検索するには？

（20 分のワンポイント講習会） 
　自宅からデータベースや電子ジャーナルを使う方法だ
け、知りたい。そんな方にお奨めなのが、このコース。
ECCSアカウント認証による SSL-VPN Gatewayサービ
スを紹介します。

■ 10/ ９（金）16:00 ～ 17:00　日本の論文を探すには？
　日本国内の雑誌論文の代表的なデータベース「CiNii」
（サイニイ）の使い方を中心に解説します。

■ 10/13（火）16:00 ～ 17:00　
■ 10/29（木）16:00 ～ 17:00　
文献リストをサクっと作成～ RefWorks を使うには～
　Web上で使える文献管理ツール「RefWorks」の基本
的な使い方を説明します。データベースからのデータの

平成 22（2010）年度大学院人文社会系研究科
入学試験日程を発表

大学院人文社会系研究科・文学部

“情報探索ガイダンス” 各種コース実施のお知
らせ

情報基盤センター
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取り込み方、参考文献リストの自動作成方法などを実習
します。（同じ内容で２回開催）

■ 10/21（水）16:00 ～ 17:00　文献検索早わかり
　図書、電子ジャーナル、雑誌論文、新聞記事など、各
種文献の探し方を、まとめてコンパクトに実習します。

■ 10/23（金）16:00 ～ 17:00　電子ジャーナルを利用
するには？
　ScienceDirectなどの電子ジャーナルサイトを例に
とって、利用方法を解説します。また、「UT Article 
Link」（東京大学学術論文リンク）を使って、データベー
ス検索結果から電子ジャーナルへアクセスする方法も紹
介します。

■ 10/28（水）16:00 ～ 17:30
Web で文献の「検索」から「整理」まで
～ Web of Science + EndNote Web コース～
　Web of Scienceは、全分野の主要学術雑誌に掲載さ
れた論文のデータベースです。通常のキーワード検索に
加え、引用文献を手がかりとした検索も可能です。
　後半は、Web上で使える文献管理ツール「EndNote 
Web」の基本的な使い方を実習します。

●会　場：
　本郷キャンパス　総合図書館１階　講習会コーナー

●参加費：無料

●予約不要
　各回先着 12名。直接ご来場ください。

●知りたいことがピンポイントでわかる！
　オーダーメイドの出張講習会も受付中。
　ご希望の内容、日時、会場などに応じたオーダーメイ
ドの講習会を承っています。卒論指導や進学予定者のガ
イダンスなど、授業の１コマや、ゼミなどにご活用くだ
さい。ご希望の内容、日時、会場、人数、連絡先を、メー
ルで下記までご連絡ください。（無料）
　出張講習会については、下記サイトをご参照ください。
（http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.html）

●講習会やデータベース情報などを見逃さないために。
　Litetopi メールマガジン発信中。
　当係発行の Litetopi（リテトピ）メールマガジンは、
本学所属の方を対象に、各種データベースのニュースや
講習会のご案内などをお届けします。配信ご希望の方は、
下記までメールでご連絡ください。（無料）

●お問い合わせ：
学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html
月 火 水 木 金
10/５ 10/６ 10/７

12:10－ 12:30
自宅から

10/８ 10/９
16:00－ 17:00
日本の論文

10/12 10/13
16:00－ 17:00
RefWorks

10/14 10/15 10/16

10/19 10/20 10/21
16:00－ 17:00
早わかり

10/22 10/23
16:00－ 17:00
電子ｼﾞｬｰﾅﾙ

10/26 10/27 10/28
16:00－ 17:30
EndNoteWeb 

10/29
16:00－ 17:00
RefWorks

10/30

「平成 21 年度入学者選抜要項」及び「大学案内
2009」の配付始まる

　「平成 21年度東京大学入学者選抜要項」が決定し、各
都道府県教育委員会等に通知するとともに７月 25日
（土）から、本郷キャンパス〔正門，赤門，広報センター
（龍岡門），コミュニケーションセンター（赤門脇），東
大生協（安田講堂売店，書籍部），農学部正門〕、駒場Ⅰ
キャンパス（正門，コミュニケーションプラザ北館１階
生協購売部）で配付を開始した。また、「大学案内」に
ついても、2009年度版の配付を同様に開始した。なお、
本学ホームページ、テレメールからも請求することがで
きる。平成 21年度入学者選抜の実施教科・科目等は表１・
２・３のとおりである。

「平成 21 年度外国学校卒業学生募集要項」の配付
始まる

　「平成 21年度東京大学外国学校卒業学生募集要項」が
決定し、７月１日（水）から入学志願者に対し、本郷キャ
ンパス〔正門，赤門，広報センター（龍岡門）〕、駒場Ⅰキャ
ンパス（正門）で配付を開始した。また、本学ホームペー
ジ、テレメールからも請求することができる。なお、平
成 21年度の募集人員、出願資格、選抜方法等、出願期間、
選抜期日など、特別選考の概要は表４のとおりである。

各種選抜要項・募集要項等の配布のお知らせ

本部入試グループ
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3
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TOEFL Test of English as a Foreign Language iBT PBT CBT
Official Score Report Examinee Score Record

表4
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TOEFL (Test of English as a Foreign Language)
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　「科学の森ニュース」は３ヶ月に１回発行している演
習林の広報誌で、９月 10日（木）にNo.47を発行しました。
演習林の最近の話題を始め、動植物や研究を紹介するシ
リーズも載っています。広報センター、農学部正門、農
学系事務部、弥生講堂等で配布している他、演習林のホー
ムページからもご覧になれます。

～　科学の森ニュース No.47　目次　～
【トピックス】
台湾大学実験林創設 60周年記念式典

演習林国際交流委員会
第 15回市民公開セミナー「樹海めぐり」

北海道演習林
子ども達に自然を伝えよう！
（全学体験ゼミナール「都市の緑のインタープリター養
成－子どもに伝える自然体験－」）

田無試験地
山中寮内藤セミナーハウス竣工記念式典

富士演習林
【クローズアップ】
大きな（切り）株 －光と根の関係を調べる－

秩父演習林
【演習林のイベントダイジェスト】
【科学の森の動植物紹介】
ミカワショウマ　　　　　　　　　　　　　愛知演習林

【コラム】
房総半島のヒメコマツの保全活動

千葉演習林　池田裕行

演習林のホームページ
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/

　法人化以降、毎年実施してきたメンタルヘルス研修会
を 2009年度より拡充します。
　本セミナーはストレスへの耐性を高め、コミュニケー
ション能力の強化を希望する教職員の皆様に実践的なト
レーニングを提供するもので、環境安全本部、産業医と
本部労務・勤務環境グループが共催する形態で、本年度
は以下の２講座計 11回を本郷、駒場、柏の３キャンパ
スで開催します。
　ストレスと上手につきあうことは、働く世代の至上命
題。本セミナーは教職員の皆さんのストレス耐性を高め、
他者とのコミュニケーションで無用なストレスを感じな
い、生まないコツを体得していただくことを趣旨として
います。先着順ですので、お早めに申し込みください。

ワークショップ１　「私」のストレスへの気付き・対処
「私」のストレスへの気付き、対処の方法を考えるセミ
ナーです。「私」のため、大切な人のため、ストレスに
上手に付き合うツボを学びます。

【本郷地区】
　 日　時 会 場
① ９月18日（金）

14：00～
17：00

薬学系総合研究棟
10階　大会議室② 10月23日（金）

③ 11月13日（金）
【駒場地区】
　 日　時 会 場
④ 10月29日（木） 14：00～

17：00
アドミニストレーショ
ン棟３階大会議室⑤ 11月24日（火）

【柏地区】
　 日　時 会 場

⑥ 10月１日（木） 13：30～
16：30

物性研究所６階セミ
ナー室 615

ワークショップ２　アサーショントレーニング　初級
　上手な自己表現は職場・家庭の双方で無用な摩擦やス
トレスを回避し、円滑な人間関係を築く基本です。この
コースでは、自らのコミュニケーションパターンを振り
返り、「私」も相手も大切にした「アサーティブな」コミュ
ニケーションの考え方を体験します。

【本郷地区】
　 日　時 会 場
⑦ 11月27日（金）

14：00～
17：00

薬学系総合研究棟
10階大会議室⑧ 12月４日（金）

⑨ １月22日（金）

演習林の広報誌「科学の森ニュース No.47」の
発行

大学院農学生命科学研究科・農学部

2009 年度 東京大学メンタルヘルスセミナー
ストレスに強い「私」を作る２つのワークショップ
～参加者募集中～

環境安全本部、本部労務・勤務環境グループ
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【駒場地区】
　 日　時 会 場

⑩ 12月９日（水） 14：00～
17：00

アドミニストレーショ
ン棟３階大会議室

【柏地区】
　 日　時 会 場

⑪ 11月16日（月） 13：30～
16：30

物性研究所６階セミ
ナー室 615

【お問い合わせ先】
本部労務・勤務環境グループ（内）22062、22174
産業衛生室　（内）28429

【お申し込み先】
各部局研修担当者

　生産技術研究所ならびに大学院総合文化研究科・教養
学部共催の技術発表会を、下記の通り開催します。
　特別講演に産業技術総合研究所・計量標準総合セン
ター主任研究員・山田善郎氏をお招きして「知られざる
計量―高温定点―」の研究とその過程における苦労をま
じえた講演をお願いしていますので、ふるってご来聴く
ださい。
　また、発表会終了後に懇親会を開催しますので併せて
ご参加ください。

記

日　時：10月 21日（水）9：30～ 17：00
場　所：駒場リサーチキャンパス
　　　　総合研究実験棟・コンベンションホール

【口頭発表】
「ソフトマタ－の構造形成における流体力学的効果の役
割　―高分子鎖の凝縮転移を例として―」
　鎌田久美子　技術職員

生産技術研究所・第１部
「超高真空実験用コールドヘッドの設計及び製作」
　河内　泰三　技術専門職員

　生産技術研究所・第１部
「東大生研海洋工学水槽の改良措置について（その２）　
―利用者の操作性・安全性の向上を中心に―」
　板倉　博　技術専門員

　　生産技術研究所・第２部
「地盤材料の要素試験に適用した画像解析システムの精
度検証」
　堤　千花　技術職員

　　　生産技術研究所・第５部
「アーク溶接等特別教育インストラクターコースの受講
報告」
　板倉　善宏　技術専門職員

　生産技術研究所・試作工場
【ポスター発表】
「SQLインジェクション攻撃に耐性のあるWebアプリ
ケーションサーバーの構築」
　細井　琢朗　技術専門職員

生産技術研究所・第３部
「くうかん実験棟の紹介　―間伐材を利用した木造ブ
ロック積層工法建物の観測報告―」
　大塚日出夫　技術専門職員

　生産技術研究所・第５部

第５回東京大学駒場キャンパス技術発表会開催
のお知らせ

生産技術研究所
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「小型粉末焼結造形装置の設計、開発について」
　西山　祐司　技術専門職員

　生産技術研究所・試作工場

【特別講演】
「古典的技術分野におけるフロンティア　―高温標準の
研究―」
　山田　善郎　主任研究員

　産業技術総合研究所・計量標準総合センター

【懇親会】
　発表会では収まらなかった討論などを、懇親会で発表
者と引き続き行ってください。
　今回は催し物としてフルート・琴の演奏を企画してい
ます。
　ご来聴いただければ幸いです。皆様のご参加をお待ち
しています。

日　時　：10月 21日（水）17：30～ 20：00
会　場　：駒場リサーチキャンパス
　　　　　総合研究実験棟
　　　　　コンベンションホール前ホワイエ
会　費　：1,500円

【問い合わせ先】
第５回東京大学駒場キャンパス技術発表会実行委員長
大塚　日出夫（内線 56842）
E-mail　hideo@iis.u-tokyo.ac.jp

　総合図書館では、学生の学習・研究を助け、また教養
をより豊かにするために、全学の教員（常勤講師以上）
から図書を推薦していただく制度を設けています。
　つきましては、下記のとおり図書の推薦をお願いしま
す。

１　取りまとめ窓口　各部局図書館（室）

２　推薦期限　10月 30日（金）
　なお、その他の図書の推薦は随時受け付けます。

３　推薦図書の範囲
（１） 講義に密着した図書は、本郷キャンパスの講義

を対象としています。
（２） その他、学生の教養書としてふさわしいものを

推薦ください。ただし、雑誌および学生にとっ
てあまりに高度な専門図書、医学・薬学臨床系
図書は除いてください。

４　推薦方法　総合図書館備付け図書推薦要領によりま
す。

※推薦要領は、各部局図書館（室）に備付けています。

＊附属図書館Webサイト
（http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/）
　上記サイトの「ニュース」にある「総合図書館備付け
図書の推薦受付について」もご参照ください。

　小石川植物園後援会が主催する第 65回小石川植物園
市民セミナーが下記の通り開かれます。今回は、千葉大
学大学院理学研究科の高山浩司博士による、汎熱帯海流
散布植物の系統地理に関する講演です。汎熱帯海流散布
植物は、海流を利用して種子を散布し、熱帯域を中心に
世界中に分布域を拡げた植物です。この興味深い植物群
について、どんなことがわかってきているのか、最新の
研究成果に触れられる絶好の機会です。本学関係者に限
らず、どなたでも参加できます。どうぞ皆様お誘い合わ

総合図書館備付け図書の推薦について（平成
21 年度冬学期）

附属図書館

第 65 回小石川植物園市民セミナーのご案内

大学院理学系研究科・理学部
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せの上、是非ご参加下さいますよう、ご案内申し上げま
す。

講師：高山 浩司（千葉大学大学院理学研究科）
演題：「海を渡る植物─汎熱帯海流散布植物の系統地理─」
日時：10月 31日（土）14：00～ 16：00
場所：理学系研究科附属植物園本園（小石川植物園）柴

田記念館
参加費：無料（但し、一般の方は入園料が必要です）
参加申込方法：10月 20日（火）までに、往復葉書また
は電子メールにて後援会までお申し込み下さい。返信葉
書ないし返信メールが招待状となります。なお参加ご希
望多数の際は、お申し込み順に従い受付が締め切られる
ことがあります。悪しからずご了承下さい。
主催・参加申込先：〒 112-0001　文京区白山３－７－１
　　　　　　東京大学大学院理学系研究科附属植物園内
　　　　　　小石川植物園後援会
　　　　　　koishikawa-koenkai@koishikawa.gr.jp
問い合わせ先：理学系研究科附属植物園
　　　　　　　杉山宗隆准教授（03-3814-0368）

「ガリレオ・ダーウィン・ラボアジエから現代の理学へ」

　今年はガリレオが望遠鏡を使ってから 400年、ラボア
ジエが化学原論を出版してから 220年、そしてダーウィ
ンが生まれてから 200年になります。彼らの成果を基礎
として発展した近代科学は、今では、当時は想像するし
かなかったものも研究対象にしています。現代の望遠鏡
や顕微鏡などによって明らかになった理学の最前線を紹
介します。

日時：11月８日（日）14：00～ 16：30（13：00開場）
　　　　＊　終了後、講演者との歓談の時間を設けます。
会場：本郷キャンパス　安田講堂
入場：無料　事前申し込み不要　
　　　どなたでもご参加いただけます。
定員：700名（当日先着順）

講演内容：
「南米アタカマ砂漠から探る見えない銀河の誕生」
　河野　孝太郎 （理学系研究科　附属天文学教育研究

センター　教授）

「朝の光と朝ごはん：体内時計の時刻リセット」
　深田　吉孝　（理学系研究科　生物化学専攻　教授）

「百聞は一見に如かず―顕微鏡で見る有機化学―」
　中村　栄一　（理学系研究科　化学専攻　教授）

中継：インターネット配信を予定
主催・問い合わせ先：大学院理学系研究科・理学部
　TEL: 03-5841-7585
　E-mail: kouhou@adm.s.u-tokyo.ac.jp
　URL: http://www.s.u-tokyo.ac.jp/PL16

第 16 回理学部公開講演会

大学院理学系研究科・理学部
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鈴木弘名誉教授

　本学名誉教授鈴木弘先生
は、８月 14日午後９時 16分、
肺炎のためご逝去されまし
た。享年 94歳でした。
　鈴木弘先生は大正４年６月
１日愛媛県にお生まれにな
り、昭和 15年３月東京帝国
大学工学部機械工学科を卒業
し、同年４月住友金属工業株
式会社に入社、同年９月海軍造機中尉に任官した後、
昭和 17年 11月東京帝国大学助教授に任ぜられ、第二
工学部に日本ではじめて設けられた非切削工作学講
座を担任されました。昭和 25年４月東京大学第二工
学部の改組とともに東京大学生産技術研究所勤務と
なり、非切削工作学部門、ついで変形加工学部門を
担当されました。昭和 27年 11月東京大学教授に昇任、
昭和 51年４月東京大学を停年退官し、名誉教授の称
号を授与されました。この間、昭和 46年 11月より
49年 11月まで東京大学生産技術研究所長および東京
大学評議員、さらに全国研究所長会議会長ならびに
国立大学協会専門委員等をつとめられました。
　鈴木弘先生は一貫して、鉄鋼・非鉄金属等工業用材
料の生産・加工の分野で主たる位置を占める塑性加
工学及び塑性加工機械工学の研究に取り組み、数多
くの業績を上げられました。圧延工学、および変形
抵抗に関連する一連の理論的・実験的研究は特筆す
べきもので、わが国の工業技術・学問の発展や技術
体系の確立に大きく貢献し、我が国鉄鋼業の戦後の
飛躍的発展を支える役割を果しました。先生の研究
の幅は広いのですが、例えば昭和 40年頃電子計算機
による大規模数値計算を駆使し、行われた連続圧延
機の動特性の解明に関する研究は、金属薄板製造の
生産性を高め安定した製造を実現することに繋がり
ました。また国産第１号の高速圧縮実験機を製作し、
その後約 10年の間に、実用金属の大半を占める鉄系
金属材料 49種類、非鉄系金属材料 21種類の塑性変
形抵抗を、1200℃、100/secまでの変形速度の範囲で
詳細に測定した結果をもとに編纂されたデータ集は、
今でも国内のみならず世界的に引用、利用されてお
ります。これらの功績に対して、大河内記念技術賞・

精機学会明石記念賞・日本塑性加工学会論文賞・日
本機械学会技術賞・日本鉄鋼協会浅田賞・紫綬褒章・
日本学士院賞、など十余の賞が贈られております。
　塑性加工学には、金属材料・塑性加工機械・計測
制御・潤滑・力学および数値解析法など数多くの分
野にまたがる研究課題、技術開発課題が含まれます。
元来分野横断型、つまり transdisciplinaryな性格を
持つ塑性加工学を専門に扱う学会の必要性を先生は
痛感され、昭和 36年に社団法人日本塑性加工学会が
設立されるにあたり大きな役割を果たされました。さ
らに、日本機械学会では副会長・理事をつとめ、日本
鉄鋼協会、日本潤滑学会などの運営にも積極的に関わ
られました。他方、一時期通商産業省機械試験所部長
を併任され、また、工業生産技術審議会・学術審議
会など、数多くの政府諸官庁の審議会委員を歴任し、
卓越した学識を持って行政に参画するとともに学界、
産業界の振興に寄与されました。これらの顕著な学
術功績によって先生は、昭和 60年 11月に勲二等旭
日重光章、昭和 61年 11月には文化功労者に顕彰され、
平成８年 12月には学士院会員に選任されております。
　先生は東京大学在職中より数多くの民間企業研究
員を受け入れつつ共同研究を行い、退官後はご自身
で設立された鈴木研究室を拠点に教育研究活動を精
力的に進められました。退官後十年以上にわたり鈴
木研究室にて開いた圧延工学および圧延技術研修会
は、基礎理論を踏まえた研究開発と、他の分野に先
駆けて技術輸出の時代に入ったことで要求された独
自技術開発の、二つの要請に応える人材の育成を意
図して行われたと聞いております。厳格さと温かさ
を兼ね備えた先生の薫陶を受けた大学院生、社会人
研修生は数百人に及びます。財団法人生産技術研究
奨励会理事長時代には、当時六本木（麻布キャンパス）
にありました生産技術研究所にも元気なお姿を見せ
ておられた先生は、最近は心臓や目の病を抱えてはお
られましたが、ごく最近まで生産技術研究所千葉実
験所（旧本学第二工学部）近くにあるご自宅にて元
気にお過ごしで、執筆活動にも励んでおられました。
　日本の工業技術の発展に大きな足跡を残されまし
た、本研究所が誇る私どもの先輩を失いましたこと
は、本研究所はもとより各界にとりましても大きな
損失であります。ここに哀悼の意を表すとともに慎
んで先生のご冥福をお祈り申し上げます。

（生産技術研究所）

訃　報
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発令日、部局、職、氏名（五十音）順
人事異動（教員）事   務   連   絡

※ 退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
 東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。

氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（退　　職）

21.8.5 KNIGHTON 
MARY ALICE 辞　職 教養学部附属教養教育開発機構准教授

21.8.15 岩森　光 辞　職 ( 東京工業大学大学院理工学研究科教授 ) 大学院理学系研究科准教授

21.8.15 黄　弘 辞　職 生産技術研究所附属都市基盤安全工学国際研究セン
ター准教授

21.8.31 鈴木　光也 辞　職 大学院医学系研究科准教授
21.8.31 田村　智彦 辞　職 大学院医学系研究科准教授
21.8.31 福嶋　敬宜 辞　職 大学院医学系研究科准教授

21.8.31 LAMARRE 
CHRISTINE 辞　職 大学院総合文化研究科教授

（採　　用）

21.8.4
GEISSER
THOMAS

HERMANN
大学院数理科学研究科教授

21.8.16 三浦　聡之 医科学研究所附属先端医療研究センター准教授 東京大学医科学研究所附属感染症国際研究センター特
任助教

21.9.1 飯笹　幸吉 大学院新領域創成科学研究科教授 産業技術総合研究所地質情報研究部門海底系地球科学
研究グループ長

21.9.1 大湾　秀雄 社会科学研究所准教授
（昇　　任）

21.8.16 長谷川　潔 大学院医学系研究科准教授 大学院医学系研究科講師
21.8.16 瀬地山　角 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科准教授
21.8.16 館林　和夫 医科学研究所准教授 医科学研究所助教
21.9.1 越塚　登 大学院情報学環教授 大学院情報学環准教授
21.9.1 田中　秀幸 大学院情報学環教授 大学院情報学環准教授
21.9.1 林　香里 大学院情報学環教授 大学院情報学環准教授
21.9.1 水越　伸 大学院情報学環教授 大学院情報学環准教授

21.9.1 WILDE 
MARKUS 生産技術研究所准教授 生産技術研究所助教

21.9.1 北條　博彦 生産技術研究所准教授 生産技術研究所講師
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特集
02 政策ビジョン研究センター　連載開始記念拡大版 !!
06 原色『部局広報誌』図鑑

14 海洋アライアンス
 サンゴ州島の巡検隊、真夏の沖縄で島々を巡る

15 生産技術研究所
 「東京大学 ITS セミナーシリーズ７　ITS セミナー

in 柏」を開催
16 海洋研究所
 海洋研究所一般公開を開催
17 大学院医学系研究科・医学部、医学部附属病院
 医学部、医学部附属病院創立 150 周年記念モニュ

メント除幕式が開催される
17 留学生センター
 「集中日本語コース・学術日本語コース」2009 年

度夏学期修了証書授与式が行われる
18 医学部附属病院
 医学部附属病院検診部で子ども見学デーが開催される
19 医学部附属病院
 新型インフルエンザ対策に係る検疫業務の協力者に

対し、舛添厚生労働大臣から感謝状贈呈

20 発掘！総長室総括委員会　第 16 回
21 Crossroad ～産学連携本部だより～ vol.46
22 インタープリターズ・バイブル vol.26
22 Relay Column「ワタシのオシゴト」　第 43 回
23 コミュニケーションセンターだより No.60
23 ケータイからみた東大 ～東大ナビ通信～

24 大学院人文社会系研究科・文学部
 平成 22（2010）年度大学院人文社会系研究科入学

試験日程を発表

24 情報基盤センター
 “情報探索ガイダンス” 各種コース実施のお知らせ
25 本部入試グループ
 各種選抜要項・募集要項等の配布のお知らせ
31 大学院農学生命科学研究科・農学部
 演習林の広報誌「科学の森ニュースNo.47」の発行
31 環境安全本部、本部労務・勤務環境グループ
 2009 年度 東京大学メンタルヘルスセミナー
 ストレスに強い「私」を作る２つのワークショップ
 ～参加者募集中～
32 生産技術研究所
 第５回東京大学駒場キャンパス技術発表会開催のお

知らせ
33 附属図書館
 総合図書館備付け図書の推薦について（平成21年度

冬学期）
33 大学院理学系研究科・理学部
 第 65 回小石川植物園市民セミナーのご案内
34 大学院理学系研究科・理学部
 第 16 回理学部公開講演会

35 鈴木弘名誉教授

36 人事異動（教員）

38 What's going on? 「行動シナリオ」Vol.2

40 ゼロリスク探求症候群
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一般ニュース

INFORMATION

事務連絡

お知らせ

淡青評論

コラム

巻末特別記事

部局広報誌特集の取材で、工学部広報誌『T time!』の記者である学生さん・院生さんに会ってきました。彼らは自らの専門と
は異なる分野の先生にインタビューを行い、高校生にも理解できるアウトリーチ記事を執筆しています。『T time!』記者の頭脳
にインプットされた異分野の知識は、脳内で「知の化学反応」を起こし、将来、大きな研究成果を生み出すための起爆剤とな
るかもしれません。本来、単なる伝達媒体である広報誌が「研究者として成長するためのトレーニングツール」になっている
とも言えるわけです。「一口に広報誌と言っても、様々なスタイルがあり、それぞれ、独自の効果を生み出せるものなんだな」
と新鮮な驚きを覚えました。（し）
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Orist
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ゼロリスク探求症候群

　日本人がゼロリスク症候群に侵されているという有識者からの指摘は、

ＢＳＥが問題となった頃からしばしば聞かれるようになったが、その後、

高病原性鳥インフルエンザや新型インフルエンザが続発する中で、そうし

た指摘が強まるどころか、静かに姿を消しつつあるように思われる。なぜ

だろうか？日本人が衛生面において過度の潔癖症であるとか、確率論でも

のを考えないとか、さまざまな指摘がされているが、そうではなく、耳の

痛いことを的確に指摘する科学評論家が少ないことが主たる原因ではないかとわたしは思う。

　ゼロリスク症候群は、正確には「ゼロリスク探求症候群」のことで、ほんのわずかなリスクの存在も許さ

ない完璧主義者が陥りやすいという。そのような人たちは完璧をめざすため、たとえ何万分の一の確率であ

っても危険だと判断し不安に陥る。しかし責任の大半は、そのような性癖の人たちにあるのではなく、不安

を煽ることによって彼らの存在感を示そうとしているマスメディアと産官学にあるのではないか。そこには

専門家がいるので、ゼロリスクは論理的に不可能であるし、それを目指そうとするならば法外な経費が浪費

されることを知っているはずだ。

　しかし、万が一、問題が発生したときには相応の責任を負うことになる。それを避けるには、あらかじめ

予防線を張っておく必要がある。そうすれば、たとえ問題が発生しても「わたしたちの取り組みに必要な経

費が充当されなかったからこのような惨状を招いた」と言い訳できるし、大問題にならなかった場合には「わ

たしたちが取り組んだから惨状を招かずに済んだ」と胸をはれる。どちらに転んでも悪い話ではない。

　マスメディアと産官学がこのような「ずるいゲーム」を仕掛けるのを防ぐのは、科学評論家の役割のひと

つである。大学人が研究費欲しさに「ずるいゲーム」に与するのか、それともバランスのとれた学術の発展

のために自制するのか、それが問われている。

林良博（大学院農学生命科学研究科・農学部）

No. 1390　　2009 年 9 月 17 日

東京大学広報委員会
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